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3･ Mn26Geの結晶構造解析

平 山 浩

Ml一性 系合金には Zwicke,ら1)や大山2)により多くの複雑な構造を持つ金属間化合物が見

出されているo l一帖 2.6Geはhh 5保 2 の高温相であり27･40/OのGeを含み,800℃ で熱処

理 して得られた｡この (-M12.6(元 の構造はZwickerらによりB81(NiAs)又は B82(Ni2In)
⊂)

と関連が深いとされ,大山は六方晶系 (a - 7･186A,C-13･08)であると述べているが･その

詳 しい構造はまだ明らかでなかった｡

仁 M12.6Geの結晶学的データを

表 1に示した｡強度測定は理学電機

単結晶自動X線回折装置により,グ

ラファイ トで単色化 したMoKαを用

い, a)-scar)法, scan速度 1O/min,

40<2β<550で1337反射を測定

し,727個の独立な強度データを得

た｡

まず三次元パ ター ソン関数を合成

すると非常に特徴的で簡単な図形 (

1図 )になり,これから3×30-

90原子からなる基本構造 (2図 )

を決定 したO残 り128-90- 38原

子は基本構造 とのPackingを考慮する

と,3回軸上にあることになる｡ま

た反射データーの Z- 3nの反射の

みが強いことから, Cノ3の subcell

が考えられる｡又特に ∠-12の反射

が強いことから3回軸上にC/12お

きに原子があるというモデルを作っ

た (subcell中42原子を含み,/-

3n のみでR-10.40/o)｡残 り128

-42×3-2個の原子を含む構造

表1 (-hh 2.6Geの結晶学的データー

ラウエ群 言m

格子定数 0a-7.185,a-39.17仏)

単位格子の体積 0175-.5(A3)

単位格子中の原子数 128

密度 7.216g/cm3

消滅則 hhZーでZキ2n
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の精密化は Fourier図と完全マトリックス最小二乗法により行った結果,現在R-9.570を得

ている｡
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4.磁場中刷子陰極放電におけるヘ リウム

励起原子および励起イオンの径方向分布

田 中 一 也

-リウムを用いた刷子陰極放電では,ビーム電子によって通常の冷陰極放電に比べ,数十倍

長い負グローが作られる｡カスプ磁場を印加して電子ビームを収束させることにより,プラズ

マの密度が上がり,スペクトル線の強

度が増加する｡

-リウム中性原子と-リウムー価イ

オンのスペクトル線強度を放電管の管

軸に垂直な方向から測定して Abel変

換によって径方向の強度分布に直し,

結果を電子温度,電子密度およびビー

ム電子との関連から考察した｡

図は放電々流300mA,放電々圧 1

kV ,磁束密度240 Gauss,ガス圧

2.3Torr.電子温度0.4eV における

スペクトル線強度の径方向分布,およ

び電子密度の径方向分布である｡高い
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RADliOL.｡lSTANCEL仰 l一
励起準位を始状態にもつスペクトル線
0

(3634A23p-83D)は径方向にゆる
O

やかな拡がりを示しているが,イオンのスペクトル線(2733A3-6)と低い励起準位を始状
O

態に持っスペクトル線(4713A 23p-43S)はビーム電子が存在しなくなる付近(- 18mm)

から早い下降を示す｡

励起準位にある粒子の数は, ビームが存在して い る と 考 え ら れ る 中 心 部の領域では,ビーム

電子による基底状態からの励起 と再結合によって 決 ま り , そ の 外 側 で は , 再 結 合により決まる
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